
特別展　没後２年 栗原一郎展
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世帯数

人口

（男）

（女）

青梅市の人口

3 月 1 日現在（前月との比較）

64,328 世帯

130,932 人

65,780 人

65,152 人

（19 世帯増）

（57 人減）

（8 人減）

（49 人減）
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◆市の事務組織が一部変わります…２面　◆温泉保養施設の利用料助成…６面　◆令和４年度の検診等…７面今号の主な記事

市主催事業等は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況によって変更・中止になる場合があります。詳細は市ホームページをご覧ください。

４月９日（土）～５月２９日（日）
　福生市に生まれ、終生を同地で暮らした洋画家・栗原一郎 (１９３９～２０２０年 )は、多摩地域を代表する洋画家であり、当館においても２００１年

に個展を開催した主要な館蔵作家です。　

　没後２年を記念する本展では、２０００年代に描いた作品を中心に、油彩画とデッサン約５０点を展示します。栗原の作品としては裸婦が著名ですが、

福生市内の建物も数多く描いており、後年取り組んだ「後ろ姿シリーズ」や「静物」にも、独特の雰囲気と味わいがあります。

　なお、今回は特別に、福生市が所蔵する作品や、画学生時代に描いた自画像と、絶筆となった作品も合わせて展示します。独自の感性で多くの人々を魅

了した、栗原一郎の世界をお楽しみください。

開館時間　午前９時～午後５時 (入館は午後４時３０分まで )

休館日　月曜日

主催・会場　青梅市立美術館

観覧料　大人５００円、小・中学生２５０円

※ 障害者手帳をお持ちの方と付添いの方 1人（障害者手帳を提示）は無料

※ 市内在住の６５歳以上の方（マイナンバーカード、運転免許証など住所と生年月日の分

かるものを提示）は無料

※ 市内の小・中学生は土・日曜日、祝日は無料

※青梅市吉川英治記念館との共通観覧券は、本展覧会では利用不可

協力　福生市教育委員会

その他　展示替え等のため、４月８日（金）まで臨時休館

問い合わせ　青梅市立美術館☎２４－１１９５

会期中のイベント

☆ ゲストによるギャラリートーク

日時　４月２４日 (日 )　午後２時から (１時３０分から受付 )

ゲスト　栗原道子氏 (故栗原一郎夫人 )

☆学芸員によるギャラリーガイド

日時　５月２１日 (土 )　午後２時から (１時３０分から受付 )

☆いずれも

定員　先着１０人

費用無料　　※ただし要観覧券

《the blues》油彩／カンヴァス、２０００年、福生市蔵

《自画像》油彩／カン

ヴァス、１９６０年

《ボクサー》油彩／カン

ヴァス、２０００年

《花の咲く》油彩／カンヴァス、２００６年


